
中国クラウド会計ソフト「B-MACS」

■クラウド会計ソフト「B-MACS」のメリット

中国に進出している日本企業が、会計情報のブラックボックス化により多くの課題を抱えて
います。クラウド会計ソフト「B-MACS」を活用することで、低コストで日本から現地の会計
データをタイムリーにチェックすることができ、言語の問題、ローカルスタッフとのやり取りで
の課題を解決することができるようになります。また、不正の抑止にも繋がります。

現地法人財務管理課題リスト

一つでもチェックができなかった場合には、B-MACSの導入をお勧めいたします！

「B-MACS」は、日本企業の中国現地法人が利用している現地会計ソフトの記帳データをクラウドへ
アップロードするだけで、日本本社にて人民元ベースでの中国法人の会計情報をいつでも・簡単・
正確に把握できるようになります。

特典
このチラシを見てお申し込みいただいた方は、経営分析レポートを半年間無償でご提供します。
※初期費用は発生します。

B-MACS

現地法人の仕訳ま
で全てが見える

現地法人の記帳
データを「B-MACS」

に取り込むことで、
日本の会計ソフト
を見る感覚で会計
データをチェックで
きる。
(日本語変換・組
換)

クラウドを活用す
ることで簡単に低
コストで導入可能

初期費用20万円、
月額2万円でタイ

ムリーに現地法人
の会計データを
チェックできる仕組
みが低コストで導
入することができ
る。

中国専門家による
会計データへのア
ドバイスが可能 ※
オプション

中国専門家が、会
計データに関する
相談に対して的確
にアドバイスする。
月次での異常値
等の発見・報告。
（月一回確認）

経営分析レポート
により月次、年次
で分析、財務分析
が可能※オプショ
ン

月次で記帳データ
を取り込むことで、
会計データを基に
財務分析した経営
分析レポートを作
成・報告。

番号 項目

１
現地法人の帳簿上で親子間の債権債務が一致していること確認できている。
（現地法人が本社からの借入を売上で処理していた等のケースがあります）

２
売掛・買掛の相手先にどのような会社があり、どの程度の取引が発生しているか把握できている。
（現地責任者本人またはその親族の会社と不正取引されていた等のケースがあります）

３
その他未収金、その他未払金勘定にどのようなものがどれだけ計上されているか把握できている。
（発票未取得のため損益に未計上の費用、長期間放置された仮払等が計上されている場合があります）

４
販管費、製造原価（生産型の場合）でどのような費用がどれだけ発生しているか把握できている。
（必要以上に高額な支出や本社が把握していない費用等が発生している場合があります）



クラウド会計ソフト「B-MACS」 ＋ 中国専門家サービス

製品・サービスのお問い合わせ先

マイツグループ
〒東京都千代田区紀尾井町4番1号 ニューオータニガー
デンコート28階 担当者 篠原 坂本
TEL：03-6261-5323  Mobile：080-9303-8667
http://www.myts.co.jp/
Email：info@mail.b-macs.com

■サービスメニュー

クラウド会計ソフト「B-MACS」利用料金表
初期導入費用：現地1拠点あたり200,000円（税別）
クラウド会計ソフトサービス料金：20,000円（税別）/月額
・日本本社、中国法人１拠点の料金
・1拠点追加料金：20,000円（税別）/月額

中国専門家サービス(※オプション)
初期導入費用：無料

サービス料金：10,000円(税別)/月額 （1時間）
・日本本社＋中国法人１拠点の料金
・追加相談時間 10,000円(税別)/時間
オプション：経営分析レポート 5,000円(税別)/月1回発行

現地会計
パッケージ
【金蝶】

現地会計
パッケージ
【用友】

現地会計
パッケージ
【新中大】

日本本社

現地会計
パッケージ
【浪潮】

会計クラウドソフト「B-MACS」
ステップ２
取得した仕訳明細をB-MACSにアップ
ロードし、日本語翻訳、日本の試算表に
自動組換えして、総勘定元帳から試算表
を作成

中国専門家サービス
（オプション）

■クラウド会計ソフト「B-MACS」のイメージ

ステップ１
現地法人の会計ソフトから仕訳明細
データを取得
※初期設定時には科目残高表も必要。

ステップ３
自動組換え、日本語訳された会計
データをタイムリーにチェック、
ダウンロードして経営分析等へ活用

自動組換え、日本語訳された会計
データへの相談対応、アドバイス

★「B-MACS」を導入することで3ステップで中国
  法人の仕訳明細までタイムリーに確認できる

B-MACSについて
B-MACSはマイツグループが出資している株式会社フュー
チャーワークスが開発したクラウド会計ソフト「Bridge Note」を
一部改良した会計ソフトになります。「Bridge Note」は2015
年に販売開始しており、インドネシア、タイで150社以上導入
済みの会計ソフトになります。
Bridge Note
http://futureworks-inc.jp/bridge-note.html

B-MACSのサポート対応
B-MACSのシステムに関する相談については、メール、電話にて受け付けます。また、画面説明、使用マニュアル
等については、別途お渡ししてご説明いたします。

B-MACS＆専門家サービス詳細資料
B-MACSのシステムに関する詳細説明、専門家サービスのご案内は以下URL、又は、右
の二次元コードから資料をダウンロードできるようになっています。ご興味のある方は二
次元コードを読み取りご覧ください。ご不明な点がございましたらお問い合わせ先にご連
絡いただけますと幸いです。

★現地法人で利用している会計パッケージは変更なし、 
また、会計パッケージ種類に制限なしで取込み可能

https://kfs.kddi.ne.jp/public/7oOwQAIWeorAPygBzpWTTxiLFAMJIftEFUtokcxDuTGp

★異常値検知機能
中国専門家による異常
値の確認、報告（月1回）

http://futureworks-inc.jp/bridge-note.html
https://kfs.kddi.ne.jp/public/7oOwQAIWeorAPygBzpWTTxiLFAMJIftEFUtokcxDuTGp
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